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研究成果の概要（和文）：本研究は、中高大の授業で使いやすいストーリー・リテリング・スピーキング・テスト(SRS
T)とその評価尺度（ルーブリック）の開発を目的とした。中学及び高等学校で学習する文法や表現が発話時に使えるか
を評価できるテストにするために、オリジナルSRSTと評価尺度を改良し、ストーリーの中にどの程度の文法項目を入れ
、どのような指示を出せば、ターゲットになった項目を使いながら再話をすることができるかを調査した。そして、外
部試験との高い併存的妥当性のある評価尺度を開発した。また、その尺度を使用したピア評価では、内容面よりも、言
語的観点の評価が比較的、妥当性が劣り苦手とする生徒が多いことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study aims to develop a practical classroom-based Story Retelling Speaking 
Test (SRST) with an assessment rubric that fits the needs of junior and senior high schools as well as 
universities. To this end, first, we modified the original SRST in order to find a) how many target 
grammar items or expressions should be integrated in a story to promote the use of the target items in 
the subsequent retelling task, and b) what kind of instructions or hints should be given in the test. 
Next, we made a rubric for this revised SRST and confirmed it had high concurrent validity with an 
external speaking test, even under peer assessment conditions. However, we found that students scored 
their peer's linguistic aspects less reliably than content aspects of the rubric criteria.

研究分野：英語教育、言語評価
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１．研究開始当初の背景 
中学校及び高等学校学習指導要領解説 (文

部科学省, 2008, 2010) では，「聞く」，「読む」，

「話す」，「書く」の 4技能を統合的に活用で

きるコミュニケーション能力の育成を目指

すこと，及び文法指導も「話す」，「書く」と

いう言語活動と一体的に扱うことが強調さ

れている。 

しかし、これらの技能統合的スピーキング

活動は増えてきているものの、評価に関して

は、実施や採点にあたる実用性に関する問題

点以外に，(a)技能統合的スピーキングテスト

をどのように作成し（17%），(b)評価すれば

よいのか（28%），また(c)どのようにすれば信

頼性の高い評価尺度が作成できるのか（23%）

という，高校教員から具体的な評価方法につ

いての懸念が挙げられている（Murray et al, 

2012)。 

このような背景から、中高大の授業で使い

やすい妥当性及び信頼性の高いスピーキン

グテストと評価尺度を開発する必要性があ

る。 

 
２．研究の目的 

本研究は、中高大の授業で手軽に活用でき

る実用性のあるスピーキングテスト及び評

価尺度の研究・開発することを目標とする。

その目標を達成するために、主に次の 5点に

焦点を当てた。 

（1）ストーリー（テキスト）を読んで再話

する組み合わせだけでなく、聞いて再話する

場合に作成しやすいように合成音声ソフト

を使って、SRST に使用するテキストが作れ

るかを検討すること、（2）SRST を複数の外

部テストと比較し、その特徴と併存的妥当性

を明確にすること、（3）SRST の評価尺度と

して EBB尺度を利用しているが、文法・語彙

観点の信頼性および実用性を高めるため

EBB尺度を改良すること、（4）より中高の授

業のニーズに合うように、学習した文法項目

や表現などをテキストに取り込んで、それら

が使えるかを評価できるようなストーリ

ー・リテリング・スピーキングテスト（SRST）

とその評価尺度を開発すること、（5）教師評

価だけでなく生徒同士が評価し合うピア評

価においても妥当性と信頼性を確保できる

評価尺度を目指すことを目的とする。 

 
３．研究の方法 

「２．研究の目的」（1）に関して、リスニ

ングからスピーキング技能に移る SRSTを組

み合わせたスピーキングテストの開発に向

けて、リスニング用テキストを読み上げソフ

ト（Globalvoice English）で代用することがで

きるか調べた。読み上げソフトで作られる合

成音声スピーチとネイティブ・スピーカーに

よる読み上げスピーチを次の 3つの観点で比

較した。(a)理解可能度（どれくらい内容を理

解できる音質を有しているか）、(b)明瞭度（ど

れくらい１つ１つの単語や音がはっきりと

聞き取れるか）、(c)自然さ（直感的にどれく

らい聞き手にとって自然に聞こえるか）であ

る。分析方法は、合成音声と自然音声で作成

した文をディクテーションさせ、その再生率

を比較した。 

「２．研究の目的」（2）に関して、学生に

SRSTと、電話で受験するVersant（Pearson 

Education , 2008）及び面接式のStandard 

Speaking Test (SST; ALC Press, 2010）の計3つの

スピーキングテストを学生に受験してもらっ

た。そして、それらのテストの共通点と相違

点を調べるために、その言語機能と得点、発

話を分析し、併存的妥当性を調査した。 

「２．研究の目的」（3）に関して、オリジ

ナルの EBB尺度と改良した EBB尺度、及び

改良した EBB 尺度から分析的評価形式にし

た多特性評価尺度を用意した。そして、学生

の SRSTパフォーマンスをそれらの３つの評

価尺度で比較した。分析方法は、主に、ラッ

シュモデルのFACETS及び重回帰分析による

比較から最も妥当な尺度を検討した。 

「２．研究の目的」（4）に関して、SRST

のストーリー内に使わせたい文法項目や表

現に下線及び太字にし、かつ指示文も注意を

促すように工夫した。比較のために、ストー

リーは 2種類用意し、異なる文法項目を使用

し、受験してもらった。このような操作によ

って、どの程度、再話時にその項目を使用し



たかを、観点別指標の１つに加え採点した。 

「２．研究の目的」（5）に関して、SRST

が実際に高校生同士のピア評価においても、

高い妥当性を示すかを複数の高校で行い、教

師評価とピア評価による採点を比較し、相関

等で分析を行った。 
 
４．研究成果 
「３．研究の方法」に沿って分析を行い、

次の点を明らかにした。 

（1）合成音声の場合、自然音声では一般的に

弱く速く発話される機能語まで規則的に発話

されるため、明瞭度が高くその部分の再生率

がよかった。このことから若干自然さに欠け

るものの、レベルの低い学習者にも十分利用

できることがわかった。 

（2）SRST、 Versant、SSTの3つのテストを比

較した結果、①SRSTは、Versantよりは多く、

SSTよりは少ない言語機能を引き出すこと、

②SRSTは他の2つのテストと中程度の相関を

持ち、初級者・中級者グループで弁別力を発

揮すること、③タスクと言語機能と、評価時

に重きを置く要素の相違により、テスト得点

の違いが説明され得ることがわかった。各テ

ストの相対的な利点を示すことができたこと

は、評価の目的と状況に応じて適切なテスト

を選ぶ際に有益な情報となる。 

（3）オリジナル EBB、改良版の EBB、及び

多特性評価尺度で、改良版 EBBが最も信頼性

及び妥当性が高くなった。また、4観点から

3観点にすることによって実用性も向上した

が、この実用性の面だけ見ると、多特性評価

尺度が最も優れていた。よって、総合的には

改良版EBBをSRSTのオリジナルバージョン

の評価尺度として利用できると判断した。 

（4）SRSTを中高生のニーズに合うように、

学習した文法や表現を 2、3種類ストーリー

に入れて、再話させた場合、項目の種類が多

く、再生するのが難しいことがわかった。今

後、ターゲットにした項目を 1種類に絞った

改良版の SRSTで実施する必要があることが

わかった。 

（5）上記（4）の SRST（ターゲットバージ

ョン）をピア評価させた場合、教師評価より

妥当性が下がったが、教室使用では十分な程

度の妥当性を示した。ただし、ターゲット項

目を評価するのに困難さを感じている生徒

が多かった。今後、この点は改良の余地があ

る。 

（6）これまで作成した SRSTを試用し、修正

し計 15のテストを実際に使えるように準備

した。 

 

 以上のことを明らかにし、読んで話すだけ

でなく、聞いて話す技能統合的な SRSTとそ

の評価尺度の開発を行うことができた。 
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